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研究成果の概要（和文）：西国・坂東・秩父観音巡礼の開創縁起について研究をおこない、西

国三十三所巡礼の近世における開創縁起は、三類型からなることを明らかにした。そして、そ

の内の二類型は、中世にまでさかのぼるものであることを明らかにした。これによって、秩

父・坂東巡礼の開創縁起は、西国三十三所巡礼の開創縁起の展開のなかに位置づけられること

が明確になった。また、西国三十三所巡礼の開創縁起は、在地伝承とも密接な関連の中で形成

されたことも明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：I researched legends of the origin of Saigoku, Bando and 
Chichibu pilgrimages. As a result of the research, I revealed the legend the origin 
of Saigoku pilgrimage n the Early Modern Ages is composed of three types. And I 
revealed the two types of the legend dating back to the Middle Ages. And I revealed 
legends of the origin of Bando and Chichibu pilgrimages are one type of the origin 
of Saigoku pilgrimage. And I revealed the legend of the origin of Saigoku pilgrimage 
has a close relationship with local legends in Hyogo Prefecture. 
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１．研究開始当初の背景 

巡礼研究は、現代をフィールドとする研

究を除けば、巡礼の成立に関する歴史的な

研究と巡礼経路や参詣者の動向についての



地理学的、社会学的研究を中心として進展

してきた。 

こういった研究動向の中で、西国・秩

父・坂東のいずれの巡礼をみても、その開

創縁起を正面から取り上げ、論じようとし

た研究は少ない。また、いままでの諸研究

の中で、巡礼の開創縁起について言及する

ものは少なくなくないが、かならずしも詳

細な文献調査、フィールド調査にもとづい

た研究であるとはいえない。 

こうした中、2006 年に正面から西国三十

三所の開創縁起を取り扱った研究が発表さ

れた。これは、異伝を含めた伝承の位置づ

けをおこなおうとする試みとして画期的な

ものであった。 

とはいうものの、この論考における異伝

の分類・位置づけは充分なものではなく、

周辺の伝承を含めた総合的な検討が必要と

されていた。 

一方で、本研究代表者も 2008 年に秩父三

十四所巡礼の開創縁起について、成立・展

開・背景を総合的にあつかった論考を発表

した。この研究の成果によって、秩父三十

四所巡礼の開創縁起は、西国三十三所巡礼

の開創縁起を在地で巧みに改変したもので

あることがあきらかとなった。 

以上のような研究状況のなか、西国三十

三所巡礼・坂東三十三所巡礼・秩父三十四

所巡礼の開創縁起の位置づけについて総合

的な検討が求められていた。 

 

２．研究の目的 

 西国三十三所巡礼・坂東三十三所巡礼・

秩父三十四所巡礼について、おのおのの巡

礼の起源を語った縁起、すなわち巡礼開創

縁起を対象とする。 

西国三十三所巡礼・坂東三十三所巡礼・

秩父三十四所巡礼の開創縁起のテキストの

収集をおこない、それを類型化することに

よって、その成立過程・相互の影響関係を

明らかにする。 

 

３．研究の方法 

 中世から 18 世紀初頭までの西国三十三所

開創縁起、坂東三十三所開創縁起、秩父三

十四所開創縁起に関する資料の収集をおこ

なう。 

収集したテキストをデータ化し、その類

型を明らかにする。また、データ化したテ

キストについては、データベース化をおこ

なう。 

また、フィールド調査も積極的におこな

い、西国三十三所巡礼開創縁起を文献研究

だけにおさめず、多様な側面から捉えるこ

とを試みる。 

 

４．研究成果 

(1)調査 

 西国三十三所巡礼の開創縁起について、

文献・フィールドの両面から調査を行った。 

文献調査の成果として、近世の西国三十三

所巡礼の案内記や略縁起を中心として文献

を収集し、西国三十三所巡礼開創縁起を二

十数例収集することができた。また、坂東

三十三所開創縁起、秩父三十四所開創縁起

についてもほぼ網羅的な資料の収集をおこ

なうことができた。 

フィールド調査の成果として、山口県や高

知県に伝承される巡礼と関連するとみられ

る性空や花山院の伝承について、寺院や村

落に所蔵される文献資料および口頭伝承を

中心として、新出資料を豊富に収集するこ

とができた。 

 

(2)研究成果 

①西国三十三所巡礼開創縁起の三類型 



二十数例の西国三十三所巡礼の開創縁起に

ついては、データ化及びデータベース化を

おこなった。 

 その上で、近世を中心として西国三十三

所巡礼の開創縁起を分析した。結果として、

それらは三類型に分けられることが明らか

となった。 

類型①は、従来から一般的に知られている

西国三十三所巡礼第二十四番札である所中

山寺の縁起にもとづいたものである。 

類型②は、十三権者の巡礼再興と巡礼の功

徳を中心として述べたものである。 

類型③は、十三権者の巡礼再興と巡礼の功

徳を中心として述べたものではあるが、摂

津国有馬郡にある温泉寺の縁起を大きく取

り込んだものである。 

但し、類型②と類型③は密接な関係にあり、

大きくみれば類型③は類型②の類型の中に

おさめることもできる。 

 

②西国三十三所巡礼開創縁起の三類型を設

定することによる成果 

 以上のように西国三十三所巡礼開創縁起

を類型化したのであるが、従来、類型①の

縁起が西国三十三所巡礼の開創縁起を論じ

るにあたっては基本的な縁起とされさまざ

まな議論がおこなわれてきた。 

しかし、縁起の流布状況からみると、近世

では圧倒的に類型②の縁起が多く、西国三

十三所の開創縁起を論じるにあたっては、

類型②を基本として分析をすすめるべきで

あることが明らかとなった。 

さらに、近世の縁起の類型から中世の西国

三十三所開創縁起を俯瞰することによって、

中世の縁起も近世の類型①と類型②のなか

で論じることができることも明らかとなっ

た。逆にいえば、中世の縁起の類型が近世

にも基本的に引き継がれ、展開しているこ

とがあきらかとなった。これによって、西

国三十三所巡礼の開創縁起の中世から近世

の展開を連続的に捉えることが可能となっ

た。 

 一方、類型③は、本研究の成果として明

確になった類型であるが、西国三十三所開

創縁起の趣旨にもとづいて、在地伝承を巧

みに取り込んでいる。近世に成立した伝承

であり、また類型としてはおおきくは類型

②に含まれるとはいうものの、西国三十三

所巡礼開創縁起が在地伝承と密接な関係を

もつことを示す重要な伝承であることがあ

きらかとなった。 

 

③坂東三十三所巡礼・秩父三十四所巡礼開

創縁起の位置づけ 

 秩父三十四所・坂東三十三所巡礼の開創

縁起に目を移すと、これらの縁起は、西国

三十三所の開創縁起の類型②の展開の中に

位置づけられることが明確になった。 

本研究代表者の既存の研究（「秩父三十四

所巡礼開創縁起の形成」『説話・伝承学』

16、説話・伝承学会、2008 年）の成果と総

合すると、秩父・坂東巡礼の開創伝承を、

在地伝承として捉えたこれまでの研究から

大きな進展をみることができた。 

 

(3)課題と展望 

 課題として、西国三十三所巡礼開創縁起

は、三類型に分類できることがあきらかと

なったが、更に詳細な分類が今後の課題と

なる。また、分類を精緻化することによっ

て、個別縁起の特性も明らかになり、縁起

の背景を考察するうえで重要なデータとな

るであろう。 

 縁起成立の背景については、解明が困難

であり、今後の課題の部分も多い。 

フィールド調査の成果として収集すること



ができた資料については、現在分析中であ

るが、巡礼との関連は示すものの、在地伝

承としての性格が強く、西国三十三所開創

縁起として一括して論じることは困難であ

る。今後、別の観点からの検討も並行して

すすめていく必要があろう。 
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